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Ａコート　男子　　第4試合
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：
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テクニカルオフィサー

武藤　崇文　・　北川　友香子

刈谷　和代

　天理高等学校のセンターパスにより前半戦が開始。12分丹生高等学校はPCを取得。丹生#7青山のヒット
シュートを一旦は天理#1GK松田の好セーブに阻まれるも、そのリバウンドを再び#7青山が力強いヒットシュートで
決め先制点を挙げる。反撃したい天理は果敢に攻め込み、22分、23分と立て続けにPCを取り、天理#9永吉が左
隅に豪快にドラッグシュートを決め同点に追いつく。25分、丹生がPCを取得するが、天理#1GK松田に阻まれ得点
することができず、1-1のまま前半戦を折り返した。
　後半戦が開始。立ち上がりから丹生が一気に攻め立て、37分にPCを取得。#7青山がヒットシュートを放つが、
アップボールとなり、得点にはならない。対する天理は、56分PCを取得。#2霧下がドラッグシュートを放つも、丹生
#1GK杉本の好セーブで決めることができない。両チーム共に追加点が欲しい中、62分天理は#7沖原が放ったセ
ンタリングに#9永吉が滑り込み、タッチシュートを決める。その後は、追いつきたい丹生の怒涛の攻撃が続き、丹
生が連続でPCを取得。#7青山がヒットシュートに力を込めるが、惜しくもゴールポストにはじかれ得点には届か
ず、2-1で天理が勝利し決勝へとコマを進めた。
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